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出場された皆さん、会場をわかせて

いただきありが、とうございました。

そして、お疲れさまでした。

第2固定例会

人権作文

職員配置図

ライフサイクルに沿った健康管理を③

年金コーナー大陰城ゆかりの地⑤

いんふおめーしょん

絵入り年賀はがきの原画写真募集・肱川あらし

発生初日当てクイズ水道のはなし③

農業委員会委員選挙結果報告

ルポ ・文芸芸

表彰 1歳です寄付採納lまか

戸籍長浜嵐ほか

「第9回どろんこバレー大会Jの1こま
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土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
設
ど

十
四
年
度
一
椴
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予

算
に
一
億
八
千
四
百
六
十
五
万
九
千
円

が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
五
卜
一

億
五
千
十
五
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
土
地
対
策
費
と
し
て
、
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、

し
た
。今
回
の
議
会
で
は
、
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
専
決
処
分
し
た
平
成
十
三
年
度
長

浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
号
)
の
承
認
、
平
成
十
三
年
度
長
浜
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、

平
成
十
四
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
、
長
浜
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
助
役
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
の
議
案
二
十
三
件
が
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
海
綿
状
脳
症

(
B
S
E
)
対
策
の
強
化
に
関
す
る
意
見
書
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
決
議
な

ど
の
議
会
提
出
案
件
七
件
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
平
成
十
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
関
す
る
報
告
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
、
例
月
出

納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
十
件
も
す
べ
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う西田町長

金
一
二
千
四
百
六
十
万
円
を
補
正
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
県
補
助
金
の
内
一
不
に
伴

、
っ
柴
白
方
水
路
お
よ
び
農
道
石
内
平
見

線
ほ
か
一
路
線
の
工
事
詰
負
費
二
千
二

百
十
三
万
四
千
円
を
補
正
。

〔
土
木
費
〕
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
郷
本
線
な
ら
び
に
支
線
の
新
設
工

事
に
か
か
る
工
事
請
負
費
お
よ
び
、
工

事
に
伴
う
物
件
移
転
補
償
費
六
千
三
百

八
万
四
千
円
を
補
正
。

長
浜
町
明
開
設
置
条
例
の

一
献
酬
を
改
正
す
る
条
関

平
成
十
三
年
度
に
採
択
さ
れ
た
大
和

郷
地
区
の
土
地
医
画
整
理
事
業
が
、
本

年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業
着
手
の
運
ぴ

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
執

行
体
制
を
強
化
し
、
万
全
の
体
制
で
取

り
組
む
た
め
、
企
画
調
整
課
内
の
治
水

対
策
室
が
治
水
対
策
課
に
格
上
げ
さ
れ

ま
し
た
。

助
役
に
丸
山
喜
一
氏

を
再
選
任

長
浜
町
助
役
丸
山
書
一
氏
(
長
浜
・

六
回
)
は
、
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
に
同
氏
を
再
選
任
し
議
会
の
同
意
を

求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

牛
海
綿
状
脳
症
(
B
S
E
)

対
策
の
強
化
に

関
す
る
意
見
書

牛
海
綿
状
脳
症
が
発
生
し
て
か
ら
、

牛
肉
消
費
の
落
ち
込
み
ゃ
価
格
の
下
落
、

肉
牛
の
出
荷
制
限
等
に
よ
り
、
肉
用
牛
田

酪
農
経
営
は
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
実
効
あ
る
対
策

と
し
て
、
次
の
五
項
目
を
強
く
固
に
要

望
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
肥
育
牛
経
営
農
家
に
対
す
る
、

B

S
E
発
生
前
と
発
生
後
の
牛
枝
肉
価
格

の
差
額
の
全
額
補
填
。

肥
育
牛
経
営
農
家
に
対
す
る
、

B

S
E
発
生
前
と
発
生
後
の
子
牛
価
格
の

差
額
の
全
額
補
填
。

三
廃
用
牛
の
流
通
円
滑
化
対
策
の
実

施。四

B
S
E
発
生
に
伴
、
つ
牛
肉
の
安
全

性
の
存
発
。

五
輪
出
国
の
情
報
収
集
と
輸
入
時
の

検
疫
体
制
の
強
化
。
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森
林
固
林
業
E

木
材
関
連

産
業
施
策
と
新
た
な

予
算
の
確
立
を
求
め
る
意
見
霊
園

今
日
の
林
業
や
木
材
関
連
産
業
を
め

ぐ
る
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
森
林
所
有
者
や
関
係
業
界
・
団

体
に
よ
る
経
済
活
動
を
基
本
と
し
た
森

林
・
林
業
政
策
だ
け
で
は
、
健
全
性
を

保
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
に
お
い
て
、
次
の
四
項
目
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

一
補
助
事
業
の
拡
大
等
の
新
た
な
森

林
整
備
へ
の
支
援
策
。

二
関
係
省
庁
の
枠
を
越
え
た
地
域
材

の
公
共
施
設
へ
の
利
用
推
進
や
、
木
材

価
格
の
安
定
に
向
け
た
支
援
策
。

三
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事
業



と
連
動
さ
せ
た
、
恒
久
酌
林
業
労
働
力

確
保
に
向
け
た
新
た
な
予
鼻
情
位
。

回
初
川
間
伐
の
全
額
公
費
負
担
の
支

援
策
。

道
路
特
定
財
源
制
度
に

関
す
る
意
見
室
田

木
町
に
と
っ
て
道
路
整
備
は
重
要
な

課
題
で
す
が
、
道
路
特
定
財
源
の
使
途

見
直
し
に
よ
り
、
事
業
箇
所
の
縮
小
、

整
備
進
捗
の
遅
れ
等
の
支
障
が
顕
背
に

現
れ
、
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組
み
に

大
き
な
影
響
を
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

地
方
に
お
け
る
迫
路
整
備
の
重
要
性
を

ト
分
認
識
し
、
地
方
切
り
捨
て
に
つ
な

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
遅
れ
て
い
る

道
路
整
備
を
引
き
続
き
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
を
、
強
く
要
望
す
る
こ
と
が
状

ま
り
ま
し
た
。

市
開
村
合
携
に
関
す
る
決
議

市
町
村
介
併
が
緊
急
の
調
題
と
な
っ

て
い
る
今
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市

町
劇
は
、
合
併
に
よ
る
行
政
基
盤
の
強

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
町
村
合
併
と

い
う
自
己
改
革
、
自
己
努
力
の
子
段
を

有
効
に
活
用
し
て
、
今
後
あ
る
べ
き
地

域
の
姿
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

説
会
と

L
て
は
、
大
局
的
な
見
地
か

ら
地
域
の
将
来
Jr
一
考
え
、
に
い
一
…
等
性
を
発

揮
す
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
十
三
年
十

の
活
性
化
に
つ
い
て

昼
の

レ
ン
に

い
て

子
供
の
安
全
対
策
に
つ
い

長
浜
町
総
合
計
画
に

基
づ
い
て

質
問
園
町
人
7

の
長
浜
に
は
魅
力
の
あ
る

も
の
が
な
い
コ
水
族
館
な
ど
過
去
の
も

の
は
消
し
去
り
、
埋
め
立
て
を
し
た
り

し
た
結
果
が
出
て
い
る
。
な
ぜ
、
ざ
し

て
経
済
効
果
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
あ

ら
し
展
望
台
へ
の
道
が
必
要
な
の
か
。

百
年
先
の
洪
水
の
問
週
よ
り
、
川
え
ば
、

道
の
駅
や
水
族
館
を
造
る
と
か
っ
た
今

日
の
長
浜
の
地
域
振
興
対
策
を
考
え
る

川
に
合
併
問
理
対
策
特
配
委
員
会
を
設

置
し
審
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
市
町

村
合
併
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
、
大
洲

市

-
R多
郡
圏
域
で
の
合
併
を
進
め
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
ま

L
た。

鷺
r::!::-I 
邑

一
戸
頑
固
間
同

J手

方
が
先
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
町
の
活
性
化
策
の

中
核
と
し
て
臨
海
部
の
埋
め
立
て
や
港

湾
控
備
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
は
、
ご

承
知
の
こ
と
と
思
う
〕
一
平
成
十
一
年
の

町
内
総
生
産
額
を
見
て
も
、
そ
の
基
盤

の
強
さ
は
周
辺
市
町
村
に
比
較
し
て
も

そ
ん
色
な
く
、
先
人
の
皆
さ
ん
方
の
努

力
に
対

L
、
誤
っ
た
政
策
を
と
っ
た
か

の
よ
う
な
発
言
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
う
現
在
整
備
中
の
黒
田
地
区
へ
の

道
路
辻
、
確
か
に
あ
ら
し
展
望
台
へ
の

ア
ク
セ
ス
泊
附
で
も
あ
る
が
、
現
在
、

特
に
巾
一
…
出
・
無
事
喜
地
地
一
K
の
皆
さ
ん

は
、
狭
院
か
つ
一
忌
峻
な
現
道
に
お
い
て

大
変
ご
苫
労
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は
、

将
来
広
域
的
な
機
能
を
有
す
る
と
い
、
っ

杭
置
づ
け
の
中
で
、
「
過
疎
代
行
事
業
」

と
し
て
整
備
い
た
だ
い
て
い
ゐ
も
の
で

あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

百
年
先
の
洪
水
よ
り
も
今
日
の
可
の
活

性
化
を
と
言
わ
れ
た
が
、
安
全
な
地
域

寺
つ
く
り
は
行
政
最
大
の
立
作
品
の
一
つ
で

あ
り
、
比
較
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
じ
百
年
に

-
Mと
い
う
雄
平
の
問
題

で
は
な
く
、
松
水
の
規
模
の
想
定
の
問

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
、
町
内
に
は
人
が
集
ま
る
よ
う

な
拠
点
と
し
て
、
あ
ら
せ
山
や
し
お
さ

い
市
、
お
い
で
い
町
一
な
ど
が
あ
り
、
山
川
上

高
な
ど
か
ら
も
若
々
と
そ
の
成
果
は
出

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
水
族
館
に
つ
い

て
は
、
第
三
次
開
発
事
業
構
想
で
も
杭

民
づ
け
て
い
る
が
、
実
現
仁
は
長
い
時

間
と
多
く
の
賀
用
が
か
か
り
、
現
時
点

で
は
、
財
政
状
況
か
ら
町
立
の
水
族
館

は
難
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域

振
興
慌
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
に

義
夫
ハ
七
日
」
ハ
モ
一
ユ
一
文
兵
汀
芯
年
汁
耳
噌
}

三
日
J

{

Y
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J
J

、i、τ
/
E
4
J
4
4
f
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a
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ι

ノ

I

仁

Z
Hい

yu

基
づ
き
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る

昭和 61年 3月に閉館した長浜水族館

関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
き
た
い

質
問
・
:
旧
町
内
の
お
昼
十
二
時
の
什

イ
レ
ン
は
非
市
に
う
る
さ
く
、
嫌
音
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
中
附
し

て
も
ら
い
た
い
が
、
町
長
は
ど
、
っ
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
サ
イ
レ
ン
は
、
火

災
や
災
害
時
に
地
域
住
民
に
散
一
一
ニ
ハ
報
を
促

す
等
、
地
区
全
件
で
覚
知
で
き
る
こ
と

を
前
提
に
設
置
し
て
お
り
、
施
設
付
近

で
は
、
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

は
、
施
設
の
点
検
も
兼
ね
て
吹
鳴
し
て

い
る
が
、
こ
の
時
報
が
生
一
日
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
聞
い
て

3 



い
る
。
中
止
す
る
の
は
閣
単
で
あ
る
が
、

町
民
の
意
向
と
し
て
サ
イ
レ
ン
が
不
必

要
な
の
か
、
あ
る
い
は
正
午
の
時
報
だ

け
で
も
有
線
に
よ
る
時
報
に
切
り
替
え

た
方
が
い
い
の
か
等
、
今
後
、
緊
急
時

の
対
応
も
設
慮
L
、
医
長
会
等
の
関
係

団
体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
県
の
学
校
安
全
の

手
引
き
を
基
に

質
問
:
長
浜
小
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
、
登
故
時
に
車
が
走
り
抜
け
る
紺

屋
町
ヤ
、
道
帽
の
狭
い
沖
浦
側
の
県
道

生
寸
は
大
変
危
険
で
あ
る
が
、
ど
う
対
処

す
る
の
か
。
ま
た
、
町
内
の
駐
在
所
は

常
駐
に
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

さ
ら
に
、
海
水
浴
場
に
重
視
員
を
配
置

し
て
も
ら
え
な
い
か
っ
最
後
に
、
学
校

の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
:
・
通
学
路
の
安
全

確
保
で
あ
る
が
、
沖
浦
の
県
連
長
浜
中

村
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い

で
応
急
的
な
歩
道
の
整
備
を
す
べ
く
、

地
質
調
去
も
完
了
し
、
国
土
交
通
符
と

協
議
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
教
古
委
員
会
と
し
て
も
、

早
急
な
整
備
を
安
請
し
て
い
き
た
い
。

紺
犀
町
に
つ
い
て
は
、
岸
本
石
油
庖
前

の
混
雑
を
避
け
る
た
め
車
が
通
り
抜
け

る
も
の
と
思
う
が
、
国
遺
二
一
七
八
号
を

含
む
岸
本
石
油
白
か
ら
仁
久
間
に
つ
い

て
も
早
急
に
生
備
い
た
だ
く
よ
う
、
強

く
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

学
校
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
教
職

員
に
よ
る
登
卜
校
時
の
指
導
等
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
現
在
町
内
に
は
、
長
民
に
交

香
、
白
滝
・
大
和
・
櫛
生
に
駐
在
所
が

設
世
さ
れ
て
い
あ
。
巡
回
や
本
署
勤
務
、

各
担
会
合
等
の
た
め
沼
守
が
ち
に
な
り
、

迷
J

訟
を
か
け
て
い
る
と
の
?
)
と
で
あ
る

が、

UA
ぐ
場
合
は
、
大
刈
本
…
者
へ
連
絡

す
る
か
、
一
一

O
番
通
報
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
パ
ト
カ
ー
が
急
行
す
る
こ
と
に

な
り
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
定
員
が
限
ら
れ
て
い
る
警
察
官
だ

け
で
は
そ
の
目
的
は
達
成
で
き
な
い
の

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
連
携
に

よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
の
碓
保
に
努

め
た
い
と
与
え
て
い
る
つ

海
ぷ
浴
場
の
監
視
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
子
ど
も
た
も
に
は
海
水
浴
場
な
ど

へ
は
必
ず
保
護
者
と
一
緒
に
行
く
こ
と

を
義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
保

護
者
に
も
倣
尽
し
た
い
。
万
一
の
場
合

の
責
任
問
題
な
ど
も
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
監
視
員
を
配
置
す
る
与
え
は
な
い
。

最
後
に
、
来
技
の
危
機
行
理
マ
二
7

一

ア
ル
仁
つ
い
て
で
あ
る
が
、
小
人
技
池
田

小
学
校
で
の
事
件
後
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
学
校
で
の
緊
急
点
検
を
行
、
っ

と
と
も
に
、
万
一
の
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
緊
急
時
の
救
訟
体
制
や
避

難
訓
練
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
ω

し
か
し
、
不
審
者
に
関
す
る
情
報

市
町
村
合
餅
に
つ
い
て

肱
削
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

犬
洲
市
@
喜
多
部
で
の

合
併
を
基
本
に

置
問
:
・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
週
日
行
わ
れ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
ー
合
併
は
必
斐
・
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
必
要
」
が
六

C
o
大
%
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
一

0
・
五
%
で
あ

り
、
各
地
区
で
の
行
政
地
医
別
懇
談
会

で
は
、
「
ん
口
併
に
反
社
」
と
い
う
怠
見

仕
出
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
捕
ま
え
、
議

会
と
し
て
も
合
併
副
題
対
策
特
別
委
員

等
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
協
力
が
な
け

れ
ば
実
効
法
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
、

こ
の
た
び
県
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
安

全
の
手
引
き
が
出
た
の
で
、
こ
れ
を
基

に
各
学
校
に
お
い
て
現
在
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

1葡

言撃

古川一

桂
一
蹴
園
田
開

会
で
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
イ
ム
口
併
は

必
要
で
あ
り
、
県
の
基
本
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
大
洲
市
と
喜
多
郡
で
の
合
併
が
理

想
」
と
考
え
る
が
、
内
子
町
ー
と
五

f
崎

町
が
別
の
到
さ
を
さ
れ
て
い
る
中
、
町

長
の
考
え
は
ど
、
つ
な
の
か
。

答
品
計
(
町
長
)
:
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
呆
や
行
政
地
収
別
懇
談
会
か
ら
、

「
合
併
は
必
要
。
地
域
は
大
洲
市
・
喜

多
郡
で
」
と
い
う
基
本
的
方
向
に
、
只

意
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
n

ま
た
、

第
一
一
団
長
浜
町
市
町
村
合
併
懇
話
会
で

も
、
同
様
の
立
見
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

六
月
十
九
日
の
合
併
問
題
特
別
委
員
会

で
も
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
大
洲
市
・
芹

多
郡
地
域
で
合
併
す
べ
き
と
の
決
定
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
、

議
会
に
お
い
て
ご
示
唆
い
た
だ
け
れ
ば
、

直
ち
に
関
係
市
町
吋
と
合
併
協
議
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
は
基
本
的
に
は
県
の
某

本
パ
タ
ー
ン
で
進
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、
五
十
崎
町
辻
、
お
互
い
の
顔

が
見
え
、
対
等
合
併
が
で
き
る
内
子
町

と
の
合
併
を
考
え
て
お
ら
れ
、
内
子
町

は
五
十
崎
町
の
動
向
に
よ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
両
町
を
除

く
川
市
町
付
で
は
、
大
洲
市
・
喜
多
郡

の
ム
リ
併
を
荒
本
に
、
七
月
中
に
は
各
市

町
内
か
ら
の
派
遣
職
員
に
よ
る
連
絡
協

議
会
(
準
備
会
)
的
な
組
織
を
立
も
上

げ
、
合
併
に
向
け
た
諸
単
描
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

課
題
解
消
へ
の
取
り
組
み
を

覧
問
・
:
何
川
環
境
を
変
え
、
き
れ
い

な
肱
川
を
取
り
戻
す
に
は
、
長
浜
町
単

独
で
は
な
く
、
流
域
市
町
村
や
、
国
、

県
の
支
摂
が
必
民
不
可
欠
で
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
が

ま
た
、
国
土
交
通
告
の
再
構
築
計
画



業
に
は
、
最
下
流
の
計
両
が
提
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
上
流
の
改
修
が
進
む
に

つ
れ
下
流
域
で
は
ぶ
害
が
心
配
と
な
っ

て
き
て
い
る
の
沖
浦
。
小
浦
・
旧
町
内

の
治
水
計
画
の
提
示
、
早
期
実
現
に
つ

い
て
問
土
交
通
省
と
交
渉
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
う
一
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
一
九
月
十
三
日
に
、

同
土
交
通
省
か
ら
肱
川
の
課
題
解
前
方

策
を
盛
り
込
ん
だ
「
再
構
築
計
画
案

(
第
一
次
案
)
」
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の

案
は
、
当
面
、
そ
の
安
全
度
を
四
十
分

の
一
に
ま
で
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

昨
年
の
「
見
直
し
奈
」
を
ベ

I
ス
に
、

中
予
分
水
事
業
を
除
い
た
中
で
、
肱
川

の
課
題
解
消
を
ど
の
よ
う
に
凶
る
か
と

い
う
こ
と
を
視
点
に
検
討
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
汁 河口域治水計画の早期策定力f望まれます

策
協
議
会
で
は
、
課
題
解
消
を
図
る
た

め
に
、
悶
・
出
町
・
流
域
内
治
体
・
流
域

住
民
が
行
う
べ
き
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

が
認
識
し
、
将
来
の
肱
川
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
と
三
ろ
で
あ
る
。

清
流
の
復
活
に
つ
い
て
の
対
応
は
、

再
構
築
計
画
案
の
中
で
は
、
一
二
ダ
ム
合

計
で
の
貯
留
制
限
や
、
渇
ぶ
時
の
流
量

確
保
な
ど
の
方
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
う
ま
た
、
流
域
十
二
市

町
村
で
は
、
性
川
J
d
流
似
全
条
例
を
制

定
し
、
川
川
伸
化
と
環
境
改
善
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
国
・
県
・
流
域
市
町
村

で
は
、
肱
川
水
系
水
環
境
枚
討
会
を
設

肯
し
、
汚
濁
何
一
荷
量
の
削
減
等
に
つ
い

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

合
併
協
議
会
の
中
で

強
く
提
一
一
一
一
目
し
て
い
く

質
問
i
市
町
付
与
口
併
は
、
時
代
の
涜

れ
で
や
む
を
得
な
い
が
、
第
一
次
産
業

て
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
在
、
共
通
の
取
り
組
み
を
一

本
化
す
る
た
め
、
七
月
に
は
、
仮
称
で

は
あ
る
が
「
肱
川
流
域
清
流
保
全
推
進

協
議
会
」
の
脅
な
を
刊
目
指
し
て
い
る

J

今
後
、
国
・
県
の
主
埠
を
受
け
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
課
題
解
消
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

長
下
流
域
の
整
問
計
一
山
に
つ
い
て
は
、

相
め
て
重
要
事
頃
で
あ
る
。
肱
川
の
川

川
整
備
計
阿
の
早
期
策
定
を
要
望
し
、

将
米
の
河
口
域
の
治
水
計
一
回
の
全
体
像

を
視
野
に
、
行
政
推
進
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
U

F晶『

昌

一
帯
隅
由
民

の
栄
え
な
い
市
町
村
に
発
展
は
な
い
と

考
え
る
。
今
、
合
併
が
予
想
さ
れ
て
い

る
市
町
村
の
巾
で
、
特
に
漁
港
と
港
湾

の
あ
る
市
町
村
崎
当
町
以
外
に
は
な
い
。

今
後
予
想
さ
れ
る
合
併
協
議
会
の
中
で

は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
協
議
さ

れ
、
町
長
か
ら
も
意
見
を
出
し
、
心
立
川
町

以
外
の
市
町
村
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
、

希
望
の
あ
る
将
来
に
な
る
と
一
一
一
け
っ
て
も

尚
一
一
以
で
は
な
い
。
-
)
う
い
っ
た
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
示
さ
れ
て

い
る
県
の
基
本
パ
タ
ー
ン
で
の
合
併
は

進
め
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
私
も
、
漁
業
振
興

円
山
で
合
併
後
の
杭
間
つ
け
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
の
観
点
か
ら
、

全
く
川
感
で
あ
る
。
当
町
は
、
漁
業

(
水
産
業
)
と
港
湾
と
い
う
蛍
重
な
海

の
資
源
を
資
産
a

財
陀
と
し
て
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
大
洲
市
〉
一
喜

多
郡
と
の
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
位
置

づ
け
、
海
と
い
う
他
の
市
町
村
に
な
い

貴
重
な
資
源
を
、
ど
の
よ
う
に
我
々
の

作
一
泊
、
地
域
に
お
い
て
汎
用
し
て
い
く

か
が
最
も
肝
要
で
あ
サ
心
と
思
っ
て
い
ふ
。

ま
た
、
港
汚
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
財
産
で
あ
り
、
地
域
振
興
に
は

高
速
道
路
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
長
浜
町
の
特

色
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
存
、
長
浜
町
と
し
て
は
海
に
関
す
る

水
産
業
の
振
興
や
港
湾
整
備
に
つ
い
て

の
、
中
・
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
り
て

お
り
、
こ
の
一
」
と
を
核
に
町
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
、

今
後
の
合
併
協
議
会
の
中
で
強
く
提
言

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

一一一一一一一一一一一一~
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学
校
給
食
に
つ
い
て

福
祉
関
保
に
つ
い
て

十
/¥ 

年
開四
始月
をの
日
処

質
問
:
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お

い
て
、
町
長
は
中
学
校
で
の
給
食
を
実

施
す
る
と
公
約
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な

実
施
時
期
や
方
法
、
規
模
は
ど
う
な
の

か
。
ま
た
、
長
浜
ら
し
い
特
色
あ
る
給

食
を
期
待
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
つ
も
り
な
の
か
。
さ
ら
に
、
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
給
食
と
し
て
、
食
材

に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。
最

後
に
、
小
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
中
学
校
給
食
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度

内
に
校
舎
の
一
部
を
改
築
し
、
十
六
年

四
月
の
開
始
を
日
処
に
、
現
在
事
務
作

業
を
進
め
て
い
る
。
方
法
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
一
校
で
の
単
独
調
理
場
方
式

(
自
校
式
)
を
予
定
し
て
お
り
、
規
模

塩

見

芳

諺

時一一宮田一

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
生
徒
数
を
基
準

に
、
一
日
の
調
理
能
力
を
四
百
食
に
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

答
弁
(
教
育
長
)
:
・
特
色
の
あ
る
給

食
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
安
全
・
快
適
・

経
済
的
な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
施
設
、

異
学
年
と
の
交
流
が
で
き
る
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
確
保
、
特
色
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
等
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。
食
材
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
、
地
元
で
流
通
す
る

新
鮮
で
安
全
性
の
確
か
め
ら
れ
る
食
材

を
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
小
学

校
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
に

は
多
大
な
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
本
町

の
財
政
状
況
、
市
町
村
合
併
の
流
れ
、

児
童
数
の
減
少
等
の
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
技
量
向
上
を
図
っ
て

置
問
;
去
る
三
月
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
く
ら
苑
が
完
成
し
た
が
、
入
苑
者

が
快
適
な
生
活
を
本
当
に
実
感
す
る
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
問
題
に
も
対

応
で
き
る
、
真
の
福
祉
の
担
い
手
を
育

て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
面

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
さ
く
ら
苑
に
お
い

て
も
高
齢
化
が
進
み
、
身
体
障
害
や
心

の
悩
み
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
そ
の

方
々
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の
必
要

性
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
現

在
、
ど
こ
の
老
人
保
健
施
設
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
が
老
人
性
痴
呆
症
へ

の
対
応
で
あ
る
。
さ
く
ら
苑
に
お
い
て

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
対
応
に
は

専
門
医
的
な
知
識
が
必
要
な
場
合
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
福
祉
関
係
職
員
に
は
、

そ
れ
ら
を
分
析
し
、
ケ
ア
が
で
き
る
技

山
顧
問
山
壊
、
タ
ム
建
設
事
業

広
保
る
再
構
築
計
画
案

(
第
一
次
案
〉

に
つ
い
て

今年4月にオープンしたさくら苑

ダ
ム
と
堤
拐
に
よ
る
対
策
を

質
問
圃
圃
園
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
に
係

る
再
構
築
計
一
同
案
(
第
一
次
案
)
に
つ

い
て
、
自
然
の
遊
水
地
で
あ
っ
た
地
域

に
堤
防
が
築
か
れ
て
い
る
現
状
の
中
、

自
然
の
遊
水
地
に
代
わ
る
べ
き
、
そ
れ

以
上
の
機
能
を
持
つ
も
の
が
な
け
れ
ば

課
題
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
思
う

が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
既
存
ダ
ム
の
環
境
に
対
す
る

量
・
力
量
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
福
祉

関
連
資
格
や
豊
か
な
経
験
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
昨
年
の
職

員
採
用
に
は
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者

を
採
用
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
実
技

研
修
へ
の
参
加
等
、
現
職
員
の
技
量
向

上
を
図
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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上

満

武

謹
明
田
圏
内

配
慮
と
し
て
、
水
質
が
変
化
し
た
グ
ム

の
水
を
、
科
学
技
術
を
結
集
し
て
活
力

あ
る
水
に
蘇
ら
せ
て
か
ら
流
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

さ
ら
に
、
先
般
晴
天
が
続
い
た
折
、

肱
川
で
は
赤
潮
が
旧
白
滝
橋
よ
り
上
流

ま
で
上
が
り
、
柴
耕
地
組
合
の
水
田
で

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
満
潮
時
を
避
け

て
利
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ダ
ム
一

元
管
理
の
も
と
治
水
・
利
水
・
環
境
を

見
据
え
、
安
全
一
・
安
心
な
肱
川
を
蘇
ら



せ
で
説
題
解
消
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
品
野
(
町
臣
官
)
:
・
肱
川
流
域
の
安
全

確
保
や
清
慌
の
復
活
に
ウ
い
て
は
、
同

議

ιに
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
治

水
問
題
は
、
私
た

ιの
切
な
る
願
い
で
、

最
大
の
テ
!
?
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
時
点
ト
ド
お
い
て
は
、
鉱
山
此
間
延
や

無
担
北
地
区
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
整
備
さ

れ
る
と
、
洪
水
の
遊
水
版
能
が
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
め
、
そ
め
代
替
機
能
の
可

及
的
な
整
備
が
必
要
に
な
る
。
山
伏
…
の

遊
水
機
能
に
匹
敵
す
る
治
水
動
果
を
考

え
る
と
、
私
は
、
ダ
ム
レ
」
堤
防
に
よ
る

方
法
に
よ
り
可
能
な
恥
、
り
の
対
策
を
詰

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ベ
ブ
十
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
水
質
環
境
の
改
持
は
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
議
会
一
子
特
別
委
員
会
で
環
境
改
善

の
た
め
の
万
能
等
を
議
弘
一
酬
い
た
だ
き
、

最
終
案
に
向
け
て
の
要
望
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る

農
業
国
利
水
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

再
構
築
計
一
向
者
心
中
で
は
、
正
常
流
パ
一
旦

と
い
う
も
の
が
件
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
既
存
ダ
ん
を
含
め
た
貯
留
制
限

な
ど
に
よ
っ
て
、
肱
川
の
河
川
流
量
は

改
善
き
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
治

水
・
利
水
・
環
境
と
い
う
テ
i
マ
に
対

し
て
、
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
巾
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
攻
蓄
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、
ト
共
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
H

。

肱川沿いに広がる柴の農地

ia ~Iå:jl問土時間
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居、ば思のみの あどけ注をわいどただわただれ
つ、っこた日そ Lデうら意いたるとり。た。けてわ E

たいた左心自のらしれしじし己言、そしそどいた
恥て凶遍為 o じ。ぱあ分夜オしよ子てめはさっーでのよれ注る L
J齢制溝正前弘政盆山 、 ー ーノ、
耳置制欄ず瞬諾加 今めあかのがわなつりあゐ 、んに~， A りは:吉;のは
当時事ざ為坦蛸Z醗t 度てのりとでたかとたげな大はいぺ君体、しを
J畠本設の連帯明r いいと考ききしつ忠たたんき 、子 はがいて見友;l
竪迂殺事恕立 じるきえわ十は t::. っかいてな小 Eアお大じあただ E

秘季世銀 めの注てた i 、 Eてれがゆ人さい有いきめげこそ:
毛並歪報事鵜春、 らと古いしとね 、た、るがいじ かかてらとが:
寝起あ政弘 れ i可ビたはをる 1) わせ小ノモめとけっいれがい l
イ時運筆詰醤討 てじなの、考 liむ 意しだなさ vじらねまたるなあじ:
一- いだけだ白えに したしいなあれ」わか人かるめ i

るとれと分てそ てら L1人モてなしらがつ 0 ら;

E よてたはうし度の た~砲購麟綴鱗沼E落磁府軍瀦麓擦轍かわなしわ いで意人!:iJ斗帰 。 、ななこ場夏 0・E藍制櫨醤弊警議，持欝繋経響警鐘轟轟たかでた二;rc つなしを i
円ついぷ気。そ面休 園院運盟I~i覇舗前理難饗 Yこしな注しのしいよ見:
だてじわがそとにみ 麗欝塑醐藍機遡・・医療歯掴腿E・圏醐幽 ν はか:意 U II よとろか
iな行めぶしの思出の 「一一 トト ii白、ゆ L 、いにきとけ i
lあつらりた時い会と | i fEそろよきじ注 Jま思た;
;色売をぎJ手TZ E J 「いじめをなくそう」 lU会宗iTZ千五三品 i
;っそいつじら丸。、 ぁ向だしの場よだまう L

: 7とのたてめくをそま トー →λ分せたこ而うちた気 i
j 。主主RごZfG六 [ 小学3年生 |三官三4左足長 ZJZ: 
意はでたってはい ( 13年度人権作文集より) I しるつけ思立っそうし日
し走行 A た注、じ LL -Jませたどい三た

目 つつ君よ意今め一一一 つな。、だ 10ての注 a

: をかをてわ たじ注はとい ろ反れいやII人 jι
i すけ見あたみ。め意いのとわはだるけ!支がつわ
ごたかそしん ををじ大ゆたあちとなも、たた
しりけんはな やしめ切うしまカf いか i上さ OL -._./戸三~
たしただ、が めてをさ気はりいうつ意いそ(土 r'¥ v-:芳《
いてらりいな るいヤそを、見ヒ三たし L ~'L一、 Vハιーく/日 i 
o た、、:うか 竺けめ勾j もわなめとこでよは注 ¥サ込--4
のあ -ZJょ γ ばな-----，っるくらどといむ、:意 ¥. ~~~tf(f:;Y : 
しそ人 2t 三、くたていなれ。にけしいし ムム'交式苧お
く'i(ま丈 Z U ミて 0 主こってそ気ばしじて 守系忠品 i 
学つつ U ， もつもさ意とたい〔づ、てめみ ;日桜田
伐とちさバ わか何いすは C る主ぃ白いてて 〕 v- : 
生声のそ吋 7かは「えしるわ とりて分ていこ
活を人っ日 ついもよこる こ向くがもるう i 

7-



哩::J
平成14年7月1日現在

1.;満丸一円二戸科華課長補併

久保 l専再 i
謀長浦佐 l 

二秋敦司(
~，，~，'_J2補佐 | 

j一見正 ?FJi

F頭副
1 (t: I長長

i三秋敦司

!;;築住江
!宅任主事

i小川恭二
i事

|ι 日晋~

i増田哲世
明文宣塾塾
い事ウ来係長 | 

1t上治責(
同地j政壬リ
L普謡選理係』
(系長 ! 

岡 孝男|

熊本実弓
主杏

三 j甫 11'[重

事務専門員の時

8 

山尾淳，t;
ド任主事

東干IJj苦

武問実佳
i車

高屋 i告可
恒ど換ド ! 

|菊地直劃

轟頭越璽

(久保博品!
I t村正事 l 

|井主明日目」

層種
目fF?健吋
てP".'，

亀田稔|
係長 | 

藤木修 l 

Jji!幸可!
主事

L主TY: ~~ I 

※事専

(批)日

l i田健二
嘱

畑中智子
l 嘱μじ

U空旦空主

開

h一

一」耕一

T
一

一層同一



長

大野
課長*111-:主

'N I打|白:人
謀長制仏

i青本俊三

勇

係長

窪清一
主11主事 1 

菊地孝|

菊地

事官兼係長

菊池英夫
i 任会教育主事)

加納紀彦
七任王手 11会教育主事)

大津宝~
i事

高石綿美
嘱託

本

子
昨
日
円

長

!

山
問
団
地
岡

r
h

J

J

E

E

t

 

字
仏
尚
一
H
ぃ刀
M
M

宮
尉
上

(;jjt)係長

二宮正昭 1

Ur f由香理|

一
環
一

氏
一
昔
長
湯
一

川
本
側
引
一

手

々

津

R
一

内
佐
清
松
…

j
i
l
l
1
1
1
1
1
1
l
L
 

9-



---ヲー

~木曜露軍事ライフスタイルが撞く
生活翠輔病~

生活習慣病とは、食習慣、運動習'1昔、休琵のとり方、喫煙や飲

酒の習慣など、身についてしまった日々の不健康な生活習慣の積み

亘ねが大きくかかわって発症する、さまざまな病気の総祢です。

{タリえ(;f'、

重量生活や運動不足一-心臓病。糖尿病‘-高血圧症・肥満

喫埋・・・肺がん。心臓病

温度の飲酒・@ー肝機能障害 などです。

生活習慣病の予防は3ステップでi!

生活習慣病の予防対策は、 1_'失予防、 2次予防、 3次予防の 3つ

のステップに分げられます。

病気にならないように、普段から健康増進に努めましょう。基本は、「ノてランスのとれた食

事Jl:il主度な運動JI十分な休養Jです。病気の原|河となるものを改善しましょう

生活謹横病の予関対策とυて実施してみま世んか?
プレスEーの7コの圃圃耳目置

①適正な睡眠時間

②喫埋をしない

③適正体重を維持すあ

④過震の飲酒をしない

⑤定期的!こ運動をする

Hポダ習 ⑥朝食を毎日とる
釦」轟 も(‘ ⑦間食をしえまい

アメリカの医学者ブレスロー

が提唱した 17つの位康習慣」
は、実施している数が多い人

はど病気になるごとが少なく、

寿命が長かったということか

ら、広く知られるようになり

ましたり

健康診断ゃがん牧診などを定期酌に受け、病気の芽を見つけ、早い段階でそれをおjみとるこ

とが大切です。疲れやすい、食欲が落ちたなどからだの異変に気づいたときは、 I千めに医師に

干I1fi炎しましょう。

病気にかかってしまったら、きちんとをまで医師の指示に従って治療を受け、機能の回復・

維持をはかり、回復後は戸J-び 1次予防・ 2次予防を実践し、再発を防止しましょう。
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宮暫品民昌己自輸入時轄の員tf
保険料を免酵された期間!ま後からでも組める亡とができます。

できます。「追納」免除を受けた保険料は
保険料を免除された期間は、 {I三金を受け取る際に必要な期間として計算されますが、老齢基礎

年金の年金額を;計算するとき免除された期間は 3分の 1の会額にな f)、長け取る年金が少なくな

ります。そのため、将来、満額の年金がもらえるように保険料の追納ができるようになっていま

す。

保険料の迫納は、何らかの理由で一時的に国民年全の保険料を納められずt:免除ぎれていた期
間について、 10年以内であればその期間について保険科を約めるごとができふという制慢ですご

より豊かな老後を迎えるため、満額の年金をもらうため

保険料の追納をしましょう。

保険料の追納は、その全期間あるし吋ま10年以内ですiい期間の

ものからII[買に納めていただくこどになります。

なお、追納する日の前々年度以前の期間の場合は、追納すゐ

期聞の保険料値に制令で定められた卒を乗じた分を加算した教

になりまヰ。(平成1MF1月に、、ド成12年 3月分Lこかかる保険
料を納付する場合を除く。)

追納する期固 1 追納保険料 ! 定額保険料
平成 4年4月~平成 5年3月 1 4，460円 9，700円
平成 5年4月~平成 6年3月 14，850円 10，500円

十二至亙)曾~Fl三璽i二理豆E二士三ヨス三8~70 fI3 ___L二五団聖王二
平成 7年4月~平成 8年3月 ( 

平成 8年4月~平成 9年3月 | 

平成 9年4月~平成 10年3月 14，600円 12，80 0円
一平面司副月二平面丁同月一寸一一目立百o再 ~I --- 13，300同
一;融11 軒F両日互詞二 -I二百王~O_Fï___=r二1um両
平成 12年4月~平成 13年3月 13，300円 1 3，300円
一一括13日平日司 I 13:30幅一-i--18百丙

-一一一="".._.一一一ー一一一一"，

シリーズ

功
(
下
室
拭
)

五

下

須
h

一
概
村
庄
撞

一
止
元
の
嫡
子
党
左
衛
門
正
信
は
、

文
禄
+
一
年
一
一
五
九
一
一
一
)
許
さ
れ
て

下
須
戒
村
庄
堅
と
な
っ
た
。
ぞ
こ
で
、

ど
こ
に
庄
一
厚
ん
も
を
建
て
る
か
が
問
忠

に
な
り
、
二
一
筒
所
の
供
補
地
を
選
び

出
し
た
c

ひ
と
つ
は
、
現
在
の
大
和

小
学
校
の
場
所
、
そ
し
て
太
陰
域
の

麓
土
井
家
が
建
っ
て
い
る
場
所
、
も

う
一
つ
が
現
在
の
場
所
で
あ
る
。

朝
は
遅
く
ま
で
日
が
当
た
凡
な
く
、

夏
は
曲
目
が
起
く
ま
で

1
た
る
気
象

条
件
の
悪
い
地
を
選
一
ん
心
わ
け
は
、

朝
夕
、
外
を
眺
め
る
と
自
の
前
に
大

陰
城
が
建
っ
て
い
た
城
の
ム
円
が
見
え

井
内

元庄墨・矢野宅

る
か
ら
で
あ
る
。
(
矢
野
家
文
書
に

よ
る
。
?
い
つ
建
て
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る

が
、
庄
屋
宅
の
す
ぐ
束
の
す
同
さ
卜
五

く
ら
い
の
悶
に
、
一
一
日
神
社
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
は
、
矢
野

常
陸
守
正
秀
を
祭
っ
た
社
で
あ
る
。

汁
の
す
一
派
な
牡
が
壊
れ
、
小
さ
な
社

に
な
っ
て
い
る
円

そ
の
松
の
中
に
小
さ
な
湖
主
が
あ

り
、
き
ら
に
そ
の
中
に
、
大
陰
城
が

取
り
壊
さ
れ
閃
か
れ
た
当
時
の
や
け

ぽ
っ
く
り
が
二
つ
収
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
直
径
二
十
一
日
ン
の
銅
製
の

鏡
も
あ
っ
た
。
矢
町
氏
に
お
願
い
し
、

や
け
ぽ
っ
く
り
ふ
脳
と
読
を
新
し
く

建
て
た
城
の
台
の
杜
に
収
め
た
。
御

室
は
分
解
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
前
面
の
部
分
だ
け
生
か
し
て
作
り

直
し
た
。

一宮神社
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時離選;事苦言葉い
~長浜町森林と緑の推進協議会~
鰻の募金iご璽筆頭霊璽翠音量ガ寄せられまし定

緑の募金期間(4 月 23 日~ 5 }j 31日)に、皆さんから長浜町

に頂いた募金を、(財)愛媛の森林基金に納付させていただきま

した。ご1湯ブJあり7]'とうございました。
この募金は、森林資源、緑資源の維持、造成、緑の少年同の

育成等に活用されることになっており、長浜町におきましでも、

緑化推進事業として公共用地等に植栽を行っています。

革本岱重量権幸喜重量轟警毒事鍾む号襲撃 i

時五拡…
夏は水を使う機会が多い上に、

暑さで汗をかきやすくなるため

感電事故が多く発生しています。

「濡れ手に電気Ji濡れ手に
プラグ」が危険なことは十分ご

承知でしょうが、ついうっかり、

差し込みプラグやソケットに濡

れ手でさわることがあります。

電気製品を扱うときは、忙し

いときでも、子をよく拭しミてか

ら取り扱う習慣を付けましょう。

Eお問い合わせ] (財)四国電
地域のボランテイア活動等で、公園や街路等の公共施設に植

気保安協会愛媛支部大洲支所
栽を希望される方に、苗木を配布します。次の応募要領をご確

(宮23-5012) 
認のうえご応募くださしミ O

{応募方法}緑の募金苗木応募用紙(役場経済課にあります。)

にてご応募ください O

[Jぶ募期|浪l平成14年 8月30日(必着)
[配布本数および種額}配布本数については、ご要望を考慮し

ながら、予算の範肝i内において経済課で調整させていただきま

す。苗木の種類は、桜、ツツジ等の樹木および花木に限ります o

fその他}応募多数の場合および審斉の結果、苗木の配布がで
きない場合があります。

(jif;幕開お問い合わせ先〕役場経済課(宮52-1111胴(有02123) ま

で。

愛媛県では、新規参入者等の森林経営への参入を促進するとと

もに、意欲的な森林経営者の育成を日的に、他産業に従事してい

る森林所有者や退職後森林経常に取り組もうとしている方々等を

応援するため、森林@林業全般にわたる知識や多様な森林経営技

術等を学ぶ、森林経営セミナーを開催します。

森林-林業を取り巻く最新情報や森林の活用方法等について、

実技や現地研修を通じて学んで、みませんか。

I期間等1
0第 1 回 e ・・ 9 月 3U~4 1J (開講式ほか)

。第 2111] ・・ 1 月 17 日 ~18 日(樹木や間伐作業についての講義)

O第 3 回 ...10月 29 日 ~30 日(育林作業実習)

。第 4 回 ...11 月 12 日 ~13U (県外視察研修)

。第 5 回ーー 12月 3 日~ 4 I [ (講義、開講式ほか)

※日程は、天候等の都台により変更有り。

I場所}愛媛県林業技術センターほか
{対象}①森林所有者の方(その子弟を含む。)②森林の管理、

経常に関心のある方③上記の①または②に該当する方で、 51吋の

セミナーに継続して参加できる方

{定員l県下全体で、15人
[受講料]無料(ただし、通勤経費、食費は交講者の負担)

Eお問い合わせ]セミナーの詳しい内容およひ申込方法等につい
ては、八幡浜地方馬大洲林業課(宮24-4131)まで。

~長浜町立図書館~i
名書

朝之!

著者

。救われた泣l地犬ダン

関

。子供たちはいかにして俳句と

出会ったか

夏井いっき

。かきおき草子

瀬戸内寂聴

。伝わるのは愛しかないから

日本流奈

。歌ことば歌枕大辞典

久保田淳馬場あき子

伝わるのは
愛lかないから

E
聞B首
畠圃圃圃固圃酋副白掴困温恒幽胃

E
嗣民凪
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ふれあい会館だより

長浜で出会った
人たち写真展

八幡浜市の浅野恭三さんによ

る写真展。氏が出会った町民の

皆さんの、さまざまな表情を写

した写真が約100点展示されま

す。もしかしたらあなたも写っ

ているかも。

ぜひご鑑賞ください。

i期間] 8 月 20 日 ~9 月 5 日

(月曜日休館:午前 9時~午後

5時三)

{場所]ふれあい会館ギャラリー

密趨翻部商館出揃糊蹴蹴腕榔語翻

平成14年度の個人住民税の所得割および均等割の非課税基準額

が、次のとおり引きヒげられました。

過鍾 (本人・控除対象

280，000円×配偶者および扶養十|152，000円|ミ合計所得金額
親族の合計数) ↓ 

|改正後 192，000円|

※加算額は、控除対象配偶者および扶養親族を有する場合。

(本人・控除対象

350，000円×配偶者および扶養 +1320，000円|詮合計所得金額
親族の合計数) ↓ 

|改正後 360，000円|

※加算額は、控除対象配偶者および扶養親族を有する場合。

Eお問い合わせ]役場税務課住民税係(君52-1111" ~有2041) まで、。

g ytJF師事鰻月干渉'8の 伊知胤期制蜘端部制措蹴詰蹴臨噛 w蹴糊制E蹴::..~~S，詰糊掛搭鍋島崎晴樹

5 繍対目劇観縦 3巌難融措

女性の健康相談

{日時] 8月15日(木)午後 4

H寺 ~5 日寺

I場所1大洲保健所

思春期保健相談

{日時] 8月22上1(木)午後 1

日寺 ~4 日寺

{場所}大沙['1保健所

※上記、ともに要電話予約。無

料。

Eお問い合わせ国予約先〕
大洲イ呆イ建所(宮 24-3165)

まで。

翠担期摂持〉噌=担在詔椋弔担払伸:==::芦昨持子1羽苛克弼諒E烈E詰:~~:詔詰耳詩照宇京:怜.:.功時申園中中申宇争伊園:::::詞域士埼王翻正詰王在摂~::喜持2苧5苧#拝E掠桔王捨:

宝定期税務椙談

i日時] 9月13LI (金)午前10
時~午後 3時

{場所I大洲商工会館
I 内容]税金に関すること全般
I担当}高松国税局税務相談室
松山分室

[お問い合わせ]大洲税務署総

務課(畳間-3115)まで。
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m Iji i~す 3 都度のお知そう営
差別、家庭内の問題、近隣と

の紛争、借地・借家、児童ー生

徒のいじめ・体罰、交通事故等

で相談のある方は、お気軽にご

利用くださしh

i日時] 9月 511 (木)午前10
日寺 ~LFt麦 3 日寺

I場所]長浜町体育館和室
Eお問い合わせ〕投場イ主民福祉
課戸籍係(宮52-1111圏構)2081) 

まで。

も移動警察櫨談所を
も 開設します

~大洲警察署~

暴力団、薬物、迷惑電話、悪

質商法、ストーカ一、配偶者間

暴力、いじめ、家庭内暴力、非

行問題等で悩んでいる方は、遠

慮なくご相言炎ください。

[lI日寺] 9月11日 (ァj'() 午二f麦2
時~5 時(毎月第 2 水曜日。な

お、本署では随時受け付けてい

ます。)

{場所}長浜交番

Eお問い合わせ]大洲警察署

(告24-0110) または、長浜交番

(宮52-1015) まで。

建設業退職金共済制度は、建

設現場労働者が事業主や現場を

転々と移動しでも、その労働者

が建設業に従事しなくなったと

きに退職金カ宝支払われるという、

いわば業界全体の退職金制度で

す。

建設事業主の
皆さまへ

。申込手続は簡単です。(加入

時に経費はかかりません。)

0経営事項審査で力Ll点されます0
0掛け金は全額非課税で、国が

A部を補助します。

建設現場で働く
皆さまへ

O建退共の手帳を持っています
7う、?

。事業主が変わっても、退職金

は通算して計算されます。

Eお問い合わせ3勤労者退職金

共済機構圃建i呈共愛援県支部

(松山市 2番町4-4-4愛鑓県建設

会館内:宮089-943-5406)まで。



の擁壁翠醐1事問?
肱m暴露命む事聖堂翻目当て今ぜ束

肱川あらしブミ1T委民会では、当町特有の季節

の風物詩「肱J11あらし」の発生する初日を予恕

して当てていただく「発生初日当てクイズ」を

次のとおり実施します。

この「肱川あらしJは、秋頃から春にかけて
霧を伴った冷気風が肱川上流から伊予灘へ吹き

出すという、世界にも比類のない r-I然現象で、
昨 {jは10}J 7日に発生しました。
当委員会では、冷気と需が伊予灘へ吹き出す

現象が午前 7時から 7時アーまでの問に、長浜大
析地点で雌認できる最初の日を「発生初日」と

定義づけていますので、悼さんどしどしご応募
くア三さしミ。

E応募期間1
効)

E応募方法]はがきに、肱川あらし発生初日子
想 l:l (干成14年O月 1r )と、住所・氏名.-1'1_ 
齢・職主・電話番号を明記して、次のところま

でご応非ください。(お 1人様 1通限りつ)
E賞品〕正解者一の中から抽選で 5人の方に、長
浜の特産品セット(2万円相当)、町内ふぐ料

理ペア招待券、町内旅館ベア一泊情泊券のいず

れかを贈呈し、応募者の中から30人の方に残念
賞としてオリジナルテレホンカードを贈呈しま
--9 u 
[JiG募圃お問い

合わせ先1干79
9-3401 :喜多郡
長浜町大字長浜

甲480-3: :長浜
岡T役場搭謂果肉:
肱J!I，あらし実行

委員会(宮0893-
52-11 11胃欄212

1)まで。

直属

と

(当円ml羽有8 月 1 日 ~9 月 15 日

日本最古の道路可動橋「長浜大橋」

長または、

品
Y
A甲
-
A
Y
A
H
-
Aの
Y
A
R
/
A
V
a
&
Y
A
V
A
ι
y
ι
V
A
V
-
A
ψ
A
ゅ‘

リーズ

水
道
の
は
な

z-
劃
内
三

量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)
の
上
に
仙
物
が

一
向
か
れ
た
り
し
て
い
る
と
、
毎
月
の
険

針
・
メ
ー
タ
ー
取
替
作
業
に
支
障
を
来

し
ま
す
の
で
礼
拝
一
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
増
築
な
ど
で
量
水
器
が
民
内
に
仕

寵
し
た
り
、
和
の
内
側
に
な
る
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
位
置
を
異
動
し
て
頂
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
の
一
(
¥
前
も
っ
て
作

活
環
は
い
ι
品
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
の

季節の風物詩「肱川あらし」

[靖l
tf! 
主目
，..一一一一一ー一一一一」

上
水
道
を
使
川
さ
れ
て
い
る
家
庭
に

は
、
毎
月
検
針
員
が
お
伺
い
し
て
水
道

便
肝
量
を
杭
計
し
、
検
針
山
一
討
を
お
波
し

し
て
い
ま
す
一
」

こ
の
枯
針
票
に
は
、
今
回
の
指
示
殻

か
ら
前
聞
の
指
示
数
を
差
し
引
い
た
山

用
水
量
(
単
位
は
立
法
メ
ー
ト
ル
)
が

記
誠
九
じ
れ
て
い
る
ほ
か
、

明
ら
か
に

水
道
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
た
り
、
前
月

と
比
較
し
て
異
常
に
使
用
水
量
が
明

え
て
い
る
場
合
な
ど
辻
、
漏
水
の
お

知
ら
せ
に
よ
り
皆
さ
ん
に
お
知
人
壮
一

し
て
お
り
ま
す
。

検
針
国
一
九
が
凶
い
た
ら

皆
さ
ん

rl

身
で
も
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
漏
水
な
ど
が
あ
る
場
合
は
個
人

負
担
に
よ
り
早
急
仁
修
理
寸
ゐ
ょ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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量?k器の上には物を置かないようにしましょう



師
陣
棚
田
県
人
事
輿
動

』
月
一
日
付
け

(
)
内
は
旧
任
e

係
長
級
以
上
は
職
名
表
示

[
治
水
対
簸
課
〕
参
事
4
4

課
長
・
副
田

ザ

F

T

(

企
両
調
壮
一
ム
課
参
事
治
ぷ
対
策
宅
担

当
)
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
菊
地
洋
一

(
企
画
調
整
課
、
宇
一
件
兼
治
水
汁
策
室
長
)

治
水
対
液
係
長
・
久
保
嘉
範
ヘ
企
画
調

整
課
治
中
小
対
策
竺
紅
務
管
理
係
長
)
一
増

山
官
樹
(
企
画
調
整
課
治
水
対
策
主
)

[
会
計
室
〕
士
山
長
補
佐
・
田
中
宏
幸

へ
一
説
云
事
務
局
長
)

〔
議
会
事
務
商
〕
局
長
m

重
松
直
博

(
会
計
室
長
)



華
麗
な
る
攻
防

ー
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1

六
月
十
六
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
第
六
団
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
計
九
チ

1
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子

〔
優
勝
〕
大
洲
選
抜

〔
準
優
勝
〕
長
浜
体
協

〔
第
三
位
〕
白
滝
成
人

V
C

女
子

〔
優
勝
〕
と
み
す
ク
ラ
ブ

〔
準
寵
勝
〕
ら
っ
こ
長
浜

〔
第
三
位
]
五
十
崎

自
ん
陣
ゆ
で
ハ
ッ
ス
ん

ー
ど
ろ
ん
こ
バ
レ

l
大
会

1

闘志あふれるネット際の攻防

六
月
二
十
三
日
、
柴
地
区
の
田
ん
ぼ

で
第
九
回
ど
ろ
ん
こ
パ
レ

1
大
会
が
開

催
さ
れ
、
十
八
チ
l
ム
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
正
午
と
午
後
一
時
に
煙
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
会
ム

l
ド
は
最

高
潮
。
ユ
ニ
ー
ク
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

で
登
場
の
チ
l
ム
や
、
ボ
ー
ル
を
追
っ

て
思
い
つ
切
り
回
ん
ぼ
に
ダ
イ
ブ
す
る

選
手
ら
の
活
躍
ぶ
り
に
、
来
場
者
か
ら

は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ

て
い
た
。

な
お
、
主
一
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

〔
擾
勝
]
戒
川

〔
準
優
勝
〕
白
滝
成
人

V
C

ハッスルプレーが続出したどろんこバレー大会

ス
マ
ッ
シ
ュ
&
レ
シ
i
ブ

ー
長
浜
卓
球
大
会

1

七
月
七
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

第
二
十
五
団
長
浜
卓
球
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
会
場
は
、
県
下
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
卓
球
愛
好
者
ら
約
三
百
五
十
人
に
よ

る
、
熱
い
戦
い
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

な
お
、
町
内
出
場
選
手
の
主
な
結
果

は

次

の

と

お

り

。

(

敬

称

略

)

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

〔
準
一
慢
勝
〕
高
橋
智
子
(
長
浜
中
二
年
)

混
合
ダ
ブ
ル
ス

〔
準
優
勝
〕
宇
都
宮
幸
子
(
保
内
ク
ラ

ブ
)
・
東
信
利
(
長
浜
体
協
)
組

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

〔
第
=
一
位
〕
太
田
光
介
(
柴
小
六
年
)

六
本
で
も
ニ
ン
ジ
ン
7

ー
柴
の
窪
さ
ん
方
で
収
穫
1

熱戦が展開された長浜卓球大会

六
月
上
旬
、
柴
の
窪
昭
一
さ
ん
所
有

の
畑
で
、
六
つ
子
の
ニ
ン
ジ
ン
が
収
穫

さ
れ
た
。

窪
さ
ん
に
よ
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う

に
畑
で
作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ひ

と
き
わ
手
応
え
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

引
き
抜
い
て
み
る
と
、
何
と
根
が
し
ハ
本

に
分
か
れ
た
艶
の
い
い
ニ
ン
ジ
ン
。
そ

れ
ぞ
れ
の
根
は
約
一

0
?
/前
後
あ
り
、

一
般
的
な
長
円
錐
形
と
い
う
よ
り
は
、

何
か
の
固
ま
り
と
言
っ
た
方
が
い
い
ほ

ど
の
立
派
な
モ
ノ
で
し
た
。

窪
さ
ん
は
、
「
今
年
は
同
じ
場
所
で

四
本
足
の
大
根
も
と
れ
ま
し
た
。
今
回

は
六
本
足
の
ニ
ン
ジ
ン
が
と
れ
、
次
は

八
本
足
の
何
か
が
と
れ
る
か
な
と
、
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。
」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
た
。

窪さんが収穫された6つ子のニンジン

画
圃
よE画
自画
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母
の
日
に
幸
せ
一
夜
温
泉
泊
ま
り
か
な

清

水

ヨ

シ

子

笹
落
葉
重
な
り
合
っ
て
無
縁
墓
地

坂

井

良

恵

唄
も
な
く
子
供
も
牛
も
居
ぬ
田
植

窪

美

恵

子

黒
蛇
の
う
ね
り
く
ね
り
と
先
を
ゆ
く

坂

井

喜

久

子

作
業
場
を
回
る
術
後
の
歩
の
確
か

柴

中

年

築

艶
や
か
や
二
本
も
な
り
し
初
胡
瓜

渡

辺

千

代

子

夏
草
に
老
の
手
の
ま
わ
り
か
ね

新

満

穂

後
継
者
出
勤
前
の
代
を
か
く

小

西

か

め

子

松
葉
杖
つ
い
て
田
植
の
指
図
か
な

林

{

疋

子

H

柴
小
学
校

H

あ
ま
が
え
る
放
課
後
残
っ
て
泳
い
で
た

五

年

岡

崎

真

奈

オ
タ
マ
ク
ン
田
ん
ぼ
の
中
で
大
変
化

五

年

竹

村

愛

香

か
た
つ
む
り
ア
ジ
サ
イ
の
と
こ
で
つ
ゆ

を

ま

つ

五

年

森

川

紀

郁

か
え
る
く
ん
田
ん
ぼ
の
プ

i
ル
で
泳
い

で

る

五

年

渡

遺

義

仁



平
泳
ぎ
わ
た
し
も
カ
エ
ル
に
大
変
身

六

年

上

出

亜

呼

き
と
ん
ぼ
は
羽
音
立
て
ず
風
が
ふ
く

六

年

太

田

光

介

ホ
タ
ル
は
照
い
命
で
飛
ぴ
続
け
る

六

年

大

野

裕

輝

暑
い
日
に
プ
ー
ル
に
人
っ
て
更
を
知
る

六

年

森

川

将

聡

ま
ど
の
外
遊
び
に
来
た
よ
ほ
た
る
さ
ん

六

牛

山

中

林
野
庁
長
官
賞
に

渡
選
恭
一
さ
ん

ー
県
し
い
た
け
共
進
会
1

ー
ハ
月
一
一
十
四
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
第
四
十
四
回
愛
媛
県
し
い
た
け
共

進
会
の
席
上
、
箱
物
の
部
で
渡
辺
恭
一

き
ん
(
而
一
一
旦
茂
)
が
林
野
庁
長
官
賞
全
文

賞
さ
れ
ま
し
た
c

な
お
、
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

J:i主
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み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ

~:，塁審~;ø.G)毒事⑨

花々木長浜高校う三術部

氏
一
小
各
・

ER
ド
ー
J

二
年
干
匝
川
寸
ペ
ド
ド

で
す
コ箱
物
の
部

〔
林
野
庁
長
官
賞
判

一
概
辺
恭
一
(
豊
茂
@
ど
ん
こ
)

〔
愛
媛
県
知
事
賞
〕

増
出
時
敏
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
~

中
院
正
一
(
柴
・
こ
う
し
ん
、
こ
う
こ
)

宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
、
こ

、つ-二

増
日
成
虎
(
豊
茂
a

こ
う
こ
)

波
辺
恭
一
(
豊
茂
・
こ
う
こ
)

増
出
台
叫
(
豊
茂
・
ど
ん
こ
)

ぜ
¥ 1/ 山保

受賞された渡辺恭ーさん

【
県
一
縁
遠
会
長
優
良
賞
}

村
上
一
憲
(
櫛
生
・
こ
う
し
ん
)

渡
辺
恭
一
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)

中
的
正
一
(
柴
・
ど
ん
こ
)

七
O
O
g袋
物

〔
愛
媛
県
知
事
賞
]

小
凶
長
幸
(
柴
・
こ
、
三
」
)

〔
県
森
連
会
長
優
良
賞
〕

山
下
利
治
(
柴
・
こ
う
こ
)

。
仰
-
宮
工
務
所
・
:
平
椅
子
十
ム
引
を
一
士

子
ケ
丘
高
齢
者
総
合
和
祉
セ
ン
タ
ー
へ
「

O
大
洲
市
の
藤
岡
喜
美
子
さ
ん
:
・
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
一
台
を
大
和
小
学
校
へ
0

0
長
浜
町
連
合
婦
人
会
:
・
掛
時
計
一
一
個

を
養
護
老
人
ホ

1
ム
さ
く
ら
苑
へ
。

。
ト
八
洲
吾
多
法
人
会
長
浜
支
部
・
-a
全
門

効
洗
濯
機
一
ム
い
と
掃
除
機
一
台
を
養
需

老
人
ホ
l
ム
さ
く
ら
苑
へ
。

。
愛
競
県
書
工
会
女
性
団
連
合
会
・
・
・
掃

除
機
一
ム
ロ
を
諸
説
老
人
ホ
i
ム
さ
く
ら

ト
ド
円
山

¥

C

↓々
ノ
f

つ
愛
校
県
崎
工
会
青
年
部
連
合
会
幽
・
・
全

自
動
洗
濯
機
-
台
を
養
護
学
〕
人
ホ

1
ム

さ
く
ら
苑
へ
。

。
長
浜
の
堀
井
光
子
さ
ん
・
・
・
汀
科
事
典

七
冊
を
ふ
れ
あ
い
会
館
へ
の

。
穂
積
の
楠
野
忠
幸
さ
ん
・
・
・
土
地
十
九

2m
を
長
浜
町
へ
。

ハ
叫
穂
積
め

h
ト
ト
盛
雄
さ
ん
・
:
土
地
二
十

四
2m
を
長
浜
町
へ
。

。
柴
の
山
城
恒
雄
さ
ん
・
富
士
子
さ
ん
・
:

土
地
十
三
川
を
長
浜
町
一

む
判
明
ア
イ
テ
ッ
ク
・
:
歯
陸
き
セ
ッ
ト
千

百
二
十
セ
ッ
ト
を
各
小
中
学
校
、
保
育

所
へ
。

17 
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需主~~(J).;クルシダー
日曜日 1T 事 名 場 所 時 間

16 金 有害ごみ収集日

17 土 長晶水族館開館日 長浜晶校 11:00-15:00 

19 月 胃がん、腹部超音波検診 保健センター 7:00-9:00 

20 火
胃がん、腹部超音波検診 保健センター 7:00-9:00 
社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9:00-11 :30 

21 水 びん・缶収集日

22 木 胃がん検診 沖浦公民館 7:00-9:00 

育児サークル ・歯みがき相 10:00-11・30

23 金
談 ・離乳食講習

保健センター
乳児健診 13:00-13:30 
組大ごみ収集日

25 日 長浜町戦没者追悼式 町体育館大ホール 10:00-

28 水
ベッ トボトル ・発泡スチ口一

ル収集日

9/3 火
二市ー町合同戦没者慰霊平

金山出石寺 10:00-
和祈願祭

4 水 びん ・缶収集日

5 木 特設人権相談所開設 町体育館和室 10:00-15・。。

6 金 古紙 ・紙パック収集日

10 火 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 10:00-15:30 

11 水
ぺットボトル・発泡スチロー

ル収集日

町体育館 9:00-11:00 
側西田興産PC工場 11 :30-13:00 

献血 サボアサービス陶 14:00-15:00 
ダイエーショッ 15:30-16・30

13 金 パーズ長浜

育児サークル ・育児相談 ・ 保健センター 10:00-11:30 
歯みがき相談

1 i歳6か月児・ 3歳児健診 保健センター 13:00-13:30 
燃やさないごみ収集日

8月を迎えると、 3日には「ながはま赤橋夏
まつり」が町をあげて展開され、町民は活気づ

く。御輿の渡御をはじめ、撒餅に町の一層の発

展を祈り、長浜町に生まれた喜びを分け合う 。

夜は漆黒の空を美しい花火が彩る。 江戸時代か

ら変わらぬ夏の風物詩である。

日本最初の花火は、天正17年 (1589)唐人の
献上した花火で、伊達政宗の時という 。当時は

打ち上げ花火ではなく、筒に詰めた火薬から火

花が吹き出す「手筒」であった。 現在でも 、三
河 ・遠州、|ー伊那地方には、 伝統の手筒花火が中

心 となる行事が数多く残っている 。初期の花火

は、木炭 ・硫黄・硝石の 3品で作られた。
現代につながる両国の川聞きが始まったのは、

徳川吉宗時代の享保17年(1732)。陰暦5月28日
から93か月間、当初は手筒花火。 18世紀半ばか
らは、さまざまな形状の打ち上げ花火が、大川

端に庇を連ねる料亭の賞用負担で上げられた。

時間は宵の口から深更まで。人々は間遠に上が

る花火を、飲食をしたり語らったりして楽しん

だ。文化 5年(1808)には、花火数は70発を数
えたという 。以後、中断をしなカずら も、昭和36
年(1961)まで続けられた。
現在は隅田川大会として、昭和53i!三 (1978)
から再開され、華やかな賑わいを見せてい る。

花火筒に点火する花火師の姿が闇夜に動き回る

のも風情があった。また、 地上に僚組をし、花

火を仕掛けてみごとな風景や名場面を描く仕掛

け花火もある。その他家庭で楽しむものには、

線香花火・鼠花火 ー打ち上げ花火やロケ ッ ト花

火などがあり 、それぞれ情緒は異なるが、短い

哀の夜を楽しむことができる。

花火は単に景気づけの道具ではなく、「はかな

い美しさ」ゃ 「もののあわれ」を象徴する工芸

品であり 、花火大会は季節の行事として組ま れ

ている。来るながはま赤橋支まつりの花火大会

も、 町民の糾を深め合うものにしたい。

噂P
結

婚

6
月
届
出
分
(
敬
林
略

イ主:

戸斤

氏

今月は菊地治二さん・

絵美さんのカ ップル

上
老
松

大
洲
市

也
E
t
J
 

手会治

中 菊

岡

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分
(
敬
林
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

今長長今 柴

井山 宮西谷
上田岡山淵

修 ち亜ぁ来新民主的
吾 正美み加 か美み太た
莱な

坊浜浜坊

イ主 6 企会

所員マ
氏 23や
名長 み

亨E回/';
亡
日寺
年
歯令

対l ~~頁

j甫?尺

田

重意

行

(七
九
)

夫
(
七
七
)

中松

向鳥

名

長長長長豊今出長櫛

浜浜浜浜茂坊海浜生

ツ
タ
コ
(
九
四
)

鶴
子
(
六
回
)

幸

人

(

四
二
)

シ
ヅ
カ
(
八
六
)

喜

明

(七
九
)

益
生
(
七

二

幸
長
(
七
六
)

瀬
喜
夫

(
八
五
)

音

子

(九
四
)

金井大高藤東玉漬榊

原田井圧l淵津上成

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象

・

あ
る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係
(
下
記
)

ま
で。

美二
朋 卓 武秀
昭也悟 寿 典

人口・世帯数のうごき

6月末現在 前月との比較

9，494人 8人減
A 口 (男 4，481人) (男 5人減)

女 5，013人 女 3人減

世帯数 3，593世帯 1世帯減
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